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教
会
と
子
ど
も
た
ち

司
祭
　
吉 

野 

秀 

幸

 

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

　
こ
こ
二
、
三
年
、
教
会
学
校
の
沈
滞
化
が

目
に
見
え
て
き
た
。
子
ど
も
が
教
会
に
来
な

い
。
近
所
の
小
公
園
も
ほ
ぼ
同
然
で
あ
る
。

　
若
い
頃
か
ら
、
私
は
教
会
学
校
に
関
心
を

寄
せ
て
き
た
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の

原
因
の
一
つ
に
気

付
か
さ
れ
た
の
は
、

つ
い
先
日
で
あ
る
。

迂
闊
だ
っ
た
。

　
実
は
、
土
曜
日
の

教
会
の
清
掃
が
終

わ
っ
て
ほ
っ
と
一

息
、
ど
う
い
う
訳
か
そ
の
こ
と
に
話
が
及
ん

だ
。
あ
る
婦
人
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
一
言
で

言
う
と
、
学
校
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
子
ど
も

の
一
人
歩
き
に
関
し
て
極
め
て
慎
重
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
学
校
は
裏
門
を
締

め
っ
放
し
で
あ
り
、
正
門
の
方
は
警
備
員
が

は
り
つ
い
て
い
る
。
登
下
校
時
に
は
学
校
と

家
庭
が
密
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。
そ

れ
ば
か
り
か
、
私
共
の
教
会
の
前
は
、
ス
イ

ミ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
等
々
の
、
子
ど
も
た
ち

が
乗
り
降
り
す
る
バ
ス
の
停
留
所
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
必
ず
と
言
っ
て

よ
い
ほ
ど
親
た
ち
の
出
迎
え
の
光
景
。
つ
ま

り
、
親
と
一
緒
で
な
け
れ

ば
、
教
会
の
行
き
帰
り
も

ほ
ぼ
同
様
に
受
け
止
め
ら

れ
て
致
し
方
な
い
そ
う
で

あ
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
ひ
と

頃
、
新
聞
を
賑
わ
し
た
「
子

ど
も
に
危
害
を
及
ぼ
す
者
」
の
影
に
脅
え
て

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
風

潮
に
地
域
差
が
あ
る
に
し
て
も
、
私
ど
も
は

子
ど
も
を
親
が
連
れ
て
き
て
、
親
と
一
緒
に

礼
拝
し
、
親
と
共
に
帰
宅
す
る
礼
拝
を
考
慮

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

（
聖
愛
教
会
牧
師
）
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２０（日）復活節第７主日・昇天後主日
主教巡回　聖愛教会
外濠Ｇ教会協（目白）
環状Ｇ教会協（聖マルチン）
多摩Ｇ教会協（小金井）
教区合同堅信式（主教座）

２２（火）銀座朝祷会
２３（水）山手Ｇ牧師協

　　　（聖マーガレット）
２４（木）正義と平和協・運営委員会
２５（金）主教座聖堂活動委員会

信仰と生活委員会
教財務サービス委員会

２６（土）ＳＳ連絡会研修会
　　　　　（聖バルナバ）

２７（日）聖霊降臨日
主教巡回　聖オルバン教会
城南Ｇ教会協（三光）
下町Ｇ教会協（聖救主）
山手Ｇ教会協
　　　（聖マーガレット）

２８（月）聖職養成委：教役者研修会
　　　　　（箱根・～３０日）

３０（水）フェスティバル実行委員会
６月
　１（金）教区企画室　

◇
５
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
葛
飾
学
園（
サ
ン
ピ
エ
ー
ル
・
保
育

園
）
の
た
め
▽
名
古
屋
学
生
青
年
セ

ン
タ
ー
の
た
め
▽
カ
パ
テ
ィ
ラ
ン
の

働
き
の
た
め
▽
ア
ジ
ア
・
エ
キ
ュ
メ

ニ
カ
ル
週
間
（
５
月
20
日
〜
27
日
）

《
奉
献
先
か
ら
》

ア
ジ
ア
・
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
週
間
　

　
毎
年
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
１
週
前
の

日
曜
＝
ア
ジ
ア
祈
祷
日
を
中
心
に
始

ま
る
１
週
間
。
ア
ジ
ア
16
ヶ
国
に
広

が
っ
て
い
る
１
０
０
の
キ
リ
ス
ト
教

諸
教
派
で
作
ら
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
キ

リ
ス
ト
教
協
議
会
（
Ｃ
Ｃ
Ａ
）
が
、
毎

年
こ
の
祈
祷
日
の
た
め
に
式
文
を
準

備
し
、
教
派
を
越
え
て
共
に
祈
る
こ

と
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
Ｃ
Ｃ
Ａ
は

今
年
創
立
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年

を
迎
え
、「
私
た
ち
の
共
同
の
宣
教
と

証
し
を
確
認
す
る
」
と
い
う
設
立
の

 今週・来週の予定

５月２０日～6月２日
精
神
を
引
き
継
ぐ
テ
ー
マ
に
し
て
い

る
。今
年
の
ア
ジ
ア
祈
祷
日
の
献
金

は
、Ｃ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
強
化
の

た
め
に
、ま
た
神
学
者
養
成
奨
学
基

金
、
特
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、

ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
、
東
チ
モ
ー

ル
な
ど
で
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
神
学

教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
た
め
に

用
い
ら
れ
る
。

　
▽
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会「
死
者
と
残

さ
れ
た
者
の
た
め
の
レ
ク
イ
エ
ム
」

５
月
26
日
（
土
）
14
時
。
演
奏
＝
オ

ル
ガ
ン
佐
藤
礼
子
＆
ソ
プ
ラ
ノ
高
柳
章

江
。
入
場
無
料
（
会
場
献
金
）。

　
▽
教
会
バ
ザ
ー
　
５
月
27
日
＝
聖
三

一
（
礼
拝
後
）
・
聖
マ
リ
ア
（
12
時
〜
）
・

聖
マ
ル
チ
ン
（
12
時
〜
）
　
６
月
３
日
＝

池
袋
（
11
時
〜
）
・
聖
マ
ル
コ
（
12
時
〜
）

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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常
置
委
員
会
報
告
（
５
月
８
日
）

　
報
告
・
協
議
事
項
か
ら
。

＊
信
徒
奉
事
者
認
可
お
よ
び
分
餐
許

可
書
を
当
該
教
会
へ
発
行
し
た
。

＊
教
区
会
第
１
０
３
（
定
期
）
議
事

録
お
よ
び
第
１
０
４
（
定
期
）
決
議

録
を
精
査
し
た
。

＊
北
沢
住
宅
の
外
部
塗
装
実
施
、
４

月
収
支
、
教
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
準

備
状
況
な
ど
の
各
主
事
報
告
を
了
解

し
た
。

＊
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
教
会
銀
行
借
入
完

済
資
金
の
融
資
申
入
れ
を
承
認
。

＊
月
島
聖
公
会
将
来
計
画
検
討
特
別

委
員
会
委
員
候
補
を
前
回
に
つ
づ
き

追
加
推
薦
し
た
。

＊
そ
の
他

　
▽
聖
公
会
神
学
院
「
女
性
神
学
セ

ミ
ナ
ー
・
第
17
期
」
＝
聖
書
の｢

和

解
」
を
読
み
直
す
　
５
月
22
日
・
６

月
12
日
・
７
月
17
日
…
８
月
を
除
く

11
月
ま
で
計
６
回
、
毎
火
曜
日
19
時

〜
20
時
30
分
。
う
ち
６
月
は
公
開
講

座
（
今
回
の
学
び
を
深
め
る
た
め
に

＝
挽
地
茂
男
専
任
教
員)

で
、
１
回

の
み
の
聴
講
も
可
。
各
回
千
円
。
事

前
申
込
制
。
照
会
・
申
込
み
電
話
＝

03
（
３
７
１
０
）
０
５
７
５
。

　
▽
滝
乃
川
学
園
本
館
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
愛
の
泉
コ
ン
サ
ー
ト
〜
創
立

者
石
井
筆
子
愛
用｢

天
使
の
ピ
ア

ノ｣
・
復
元
オ
ル
ガ
ン
と
共
に
〜
　
５

月
27
日
（
日
）
14
時
、
本
館
講
堂
。

入
場
料
２
千
円
。
照
会
先
電
話
＝
０

４
２
（
５
７
２
）
１
２
２
８
。

　
▽
教
区
聖
職
養
成
委
員
会
主
催
に

よ
る
教
役
者
宿
泊
研
修
会
　
５
月
28

日
（
月
）
〜
30
日(

水)

、
富
士
箱
根

ラ
ン
ド
・
ス
コ
ー
レ
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
。
テ
ー
マ
は｢

教
会
の
使
命
と
聖

職
の
務
め
」
で
基
調
講
演
に
は
森
一

弘
司
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

前
東
京
教
区
補
佐
司
教
）
が
招
か
れ

て
い
る
。
聖
職
者
に
よ
る
発
題
や
聖

書
研
究
な
ど
を
含
め
た
計
５
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
日
程
。
約
20
人
の
参
加
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
教
区
礼
拝
音
楽
委
員
会
主
催

《
シ
リ
ー
ズ
・
音
楽
を
学
ぶ
＝
第
１

回
「
礼
拝
音
楽
の
今
」
》
　
６
月
４
日

（
月
）
18
時
30
分
〜
20
時
30
分
（
講

演
）
、
〜
21
時
（
コ
ン
プ
リ
ン
）
、
聖

オ
ル
バ
ン
教
会
。
講
師
＝
ジ
ョ
ン
・

ハ
ー
パ
ー
教
授
（
英
国
・
王
立
教
会

音
楽
学
校
総
裁
他
）
、
通
訳
付
き
。
会

費
＝
千
５
百
円
。
申
込
み
は
清
瀬
聖

母
教
会
宛
、
５
月
31
日
締
め
。
照
会

電
話
＝
０
４
２
（
４
９
３
）
７
４
７

２
・
宮
﨑
光
司
祭
。
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
43

　
城
南
教
会
グ
ル
ー
プ

　
聖
歌
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
２
０
０
０
年
か
ら
１
年
な
い
し
１

年
半
に
１
回
、
開
催
し
て
、
今
回
６

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
奉
唱
は
テ
ー

マ
に
従
い
①
各
教
会
や
香
蘭
の
聖
歌

隊
、
②
常
設
聖
歌
隊
を
持
た
な
い
教

会
の
合
同
聖
歌
隊
、
③
両
方
を
合
わ

せ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ク
ワ
イ

ヤ
、
④
ゲ
ス
ト
、
⑤
会
衆
全
員
。
こ

の
組
み
合
わ
せ
ま
た
は
一
部
の
構
成

で
す
。
講
師
を
招
き
学
び
の
時
を
持

つ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
楽
譜
は
、
常
に
英
語
ま
た
は

ロ
ー
マ
字
で
も
用
意
し
ま
す
。

　
今
回
４
月
に
行
わ
れ
た「〈
新
し
い

聖
歌
集
を
歌
お
う
＆
夕
の
礼
拝
〉
〜

ゆ
り
か
ご
か
ら
み
国
ま
で
〜
」
は
、

新
聖
歌
集
の
06
年
秋
発
行
予
定
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
、
05
年
の
う
ち

か
ら
年
度
の
枠
を
超
え
て
計
画
さ
れ

ま
し
た
。
前
半
は
大
畑
喜
道
司
祭
進

行
の
も
と
、
腹
話
術
の
人
形
の
ト

ミ
ー
と
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
お
話
。
彼

ら
の
生
涯
を
２
８
７
番（
聖
婚
式
）、

４
２
３
番
「
命
ど
う
宝
」（
平
和
へ
の

思
い
）
、
４
５
７
番
「
主
に
従
い
行
く

は
」な
ど
、新
旧
の
聖
歌
で
つ
づ
り
、

最
後
は
５
１
０
番
で
ト
ミ
ー
を
み
国

へ
送
っ
て
全
17
曲
で
し
た
。
後
半
は

短
い
練
習
の
後
、
歌
に
よ
る
夕
の
礼

拝
を
捧
げ
て
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
城
南
グ
ル
ー
プ
の
発
信
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
一
つ
と
し
て
、
機
会
に
恵

ま
れ
れ
ば
今
後
も
皆
さ
ま
と
賛
美
の

声
を
共
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
実
行
委
員
会
　
斉
藤
響
子

（
大
森
聖
ア
グ
ネ
ス
教
会
信
徒
）

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

三 
光 

教 

会

　
昨
年
12
月
、当
教
会
も
よ
う
や
く
自

前
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
た
。

　
そ
こ
で
今
さ
ら
な
が
ら
こ
の

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」が
ど
の
よ
う
に
教

会
に
役
に
立
つ
か
を
考
え
る
と
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
よ
う
な
大
き
な
礼
拝
の

案
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
世
界
中

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
当
教
会
に
縁
が
あ

る
方
々
へ
の
近
況
報
告
、
そ
し
て
教

会
に
関
心
を
持
つ
方
へ
の
情
報
発
信

が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
毎
年
ば

か
に
な
ら
な
い
経
費
を
要
し
て
い
る

通
信
費
の
削
減
に
貢
献
し
て
く
れ
れ

ば
言
う
こ
と
は
な
い
。

　
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
当
教
会
も
厳

し
い
財
政
難
。「
入
り
を
増
や
し
て
、

出
ず
る
を
減
ら
す
」
役
に
立
つ
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。  

　（
藤
田
新
一
郎
）


